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＊ アミーゴ施設だより その１ ＊ 

 ひばりが丘児童センター  
 

 

[所在地] 

〒202-0001 西東京市ひばりが丘 3-1-25 

TEL：042-465-4540 

 

 

☆乳幼児（とその保護者）から高校生年代を対象とし

た、スポーツ特化型の児童館施設です。 

☆2011 年度よりアミーゴが委託運営をしています。 

 

 

 

 

◇児童センターの役割 
 ひばりが丘児童センターは0歳～18歳未満の

方を対象に遊び場・スポーツ・イベントなどを通

して、子どもたちが地域で健やかに育ち、親が安

心して子育てができるまちづくりを応援する施

設です。 

年間利用者数はのべ約 9 万人と、一般的に言

われている児童館と比べると大型の施設となっ

ています。年間を通じて工作、料理、スポーツな

どの定例行事に加え、おばけやしきやおもちつき

といった季節行事、さらにはおいもほり、流しそ

うめん、ハロウィンなど地域を巻き込んでの行事

をおこなっています。 

オープンして 4 年目とまだまだ新しい施設

ではありますが、地域の方々や、子育て支援の団

体、小、中学校等だけではなく、しょうがい児支

援の団体や高齢者施設など幅広く連携を取り合

って、地域に根付いた施設となれるよう活動をし

ています。  

 

 
小学生と地域の方によるイベント 

手打ちうどんづくり（上）とおいもほり（下） 
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◇日常の光景 
 日常に目を向けてみると、午前中は乳幼児親

子の利用者で館内はにぎわいを見せています。

また、年齢別のサークル活動や保護者向けの工

作教室・育児相談などを実施し、保護者同士が

つながれるような環境を作っています。乳幼児

の成長はとても早く、来館するたびにできるこ

とが増えているので、保護者の方々とのコミュ

ニケーションの話題には事欠きません。 

 夕方近くになると小学生の来館が増えてき

ます。ドッヂボールやサッカー、鬼ごっこといった定番の遊びから、けん玉、缶ゴマ、ベーゴ

マといった昔遊びまで様々な遊びが展開されています。職員も子どもたちと一緒に遊ぶことが

多いのですが、子どもたちの豊富な発想力に毎回驚かせられます。 

 

◇中高生の居場所 

 18 時以降の夜間開館では中高生が主役となります。バスケットボールやサッカー、ダンス

など目的を持って来館する子もいれば、話し相手を求めてラウンジでおしゃべりをする子など

さまざまな子が来館します。児童センターを中心に、他校の利用者とのつながりが出来上がり、

輪が広がっていく姿が見ていてとても爽やかです。 

 

◇地域との連携 

 このようにさまざまな年代の利用者が児童セ

ンターに来館します。上記にもあるように年間の

べ約 9 万人が利用することで、一人一人に対応

していくことは簡単なことではありません。しか

し、虐待などを早い時期に察知し、支援につなげ

ることも児童センターの大切な役目です。来館し

た子みんなが笑顔になれるような、安心・安全な

施設を作っていくことが私たちの目標です。地域

の方々とも協力し合いながら、地域のすべての子

どもの居場所を、地域と共に作り上げる施設とな

れるよう、日々の関わりを大事にしながら、取り

組んでいきたいと思っています。 

 （副センタ―長：田島 和也）  

 

サッカーやバスケなど、共通の目的を持って 

たくさんの仲間が集まります 

 

 

児童センターの受付。 

地域になくてはならない施設として、 

今日もみなさんが来るのを待っています 
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子どもアミーゴ西東京 
「私たちが目指すもの」 

 

１．子どもにとって安心安全な社会をつくる。 

２．子どもを含むさまざまな世代の参画をすすめ、子どもを中心においた支えあいの地域をつ

くる。 

３．子育ての責任を安易に家庭に押し付けず、課題を抱えた家庭が地域とつながる家庭支援を

行う。 

４．地域の構成員として子どもを明確に位置づけ、社会的自立に向けた成長を支援する。 

５．子どもを社会で育てるための条件整備者としての行政の責務を明確にし、積極的に協働型

の地域づくりに関わる。 
 

アミーゴの活動を支えてください 
子どもアミーゴ西東京は、今年で設立から９年目を迎えています。活動や事業の土台となる財政基盤の確保

のため日夜努力をしていますが、その収入のほとんどを市からの委託金で賄っているのも現状です。地域の

すべての子どもたちのために、という大きな目標に向かい活動を継続していくには、皆さんからのご支援が

これからも欠かせません。 

どうか、今後ともご支援いただきますよう、お願いいたします。 

 

【支援方法】 

１）ボランティアとして活動に関わる 

 私たちがおこなうイベントや活動に、ボランティアとして関わってください。 

２）会員になる 

 私たちの活動や考えに賛同いただけたら、会員になってください。会費は年 3000 円で

す。イベントのお知らせや「アミーゴ通信」などをお送りいたします。 

３）寄付をする 

 直接的な活動への関わりはできなくても、共感や応援の気持ちを「寄付」という形で表し

ていただけるだけでも、私たちには大きな力となります。 

振込先：郵便振替：記号番号 00130-0-55814 

    三菱東京 UFJ 銀行 東松原特別出張所（319）口座番号：3743180 

口座名義：特定非営利活動法人 子どもアミーゴ西東京 

☆詳しくは、事務局までお問い合わせください。→TEL 042-478-0056 メール info@kodomoamigo.org 


